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作成日 2025 年 1 月 24 日  

（最終更新日 2025 年 1 月 24 日） 

「情報公開文書」（Web ページ掲載用） 

                  
 

課題名：小児短腸症候群患者に対するレベスティブ®の投与が中心静脈カテーテル関連血

流感染の発症リスクに及ぼす影響の解析 

 

１．研究の対象 

2014 年 1 月～2024 年 12 月 31 日にかけて，当院で植え込み型の中心静脈カテーテルの留置

による静脈栄養を必要とし，治療の一貫としてレベスティブ®の投与が行われた 15 歳以下の小

児の短腸症候群の方． 

 

２．研究期間 

研究機関の長による研究実施許可後 ～ 2026 年 12 月 31 日まで． 

 

３．情報の利用及び提供を開始する予定日 

当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通り

です． 

利用開始(予定)日：2025 年 4 月 1 日 

提供開始(予定)日：提供予定なし  

 

４．研究目的 

近年，短腸症候群に対するGLP-2アナログ製剤（商品名：レベスティブ®）の有効性が複数報告

され，治療薬として広く使用されるようになってきました．GLP-2 は，消化管から分泌されるペプチ

ドホルモンであり，腸管粘膜の増殖能を強化することで，短腸症候群患者において失われた腸管

上皮における吸収能を回復させる機能を有しています．加えて，腸管の粘膜バリア機能の維持や

腸管粘膜透過性亢進の抑制作用があることも知られています．そのため GLP-2 のアナログ製剤

であるレベスティブ®には，短腸症候群における重要な合併症の一つである中心静脈カテーテル

関連血流感染症のリスクを軽減する効果も期待されていますが，関連する報告は未だほとんどあ

りません．本研究では，短腸症候群患者に対するレベスティブ®の投与が中心静脈カテーテル関

連血流感染のリスクに及ぼす影響を評価し，今後のレベスティブ®をはじめとする GLP-2 アナログ

製剤投与の適応や投与期間について考慮する判断材料を提供することを目的としています． 

 

５．研究方法 

診療録等の診療記録の調査により，対象患者のデータを抽出して後方視的に解析します． レ

ベスティブ®の投与前後での中心静脈カテーテル関連血流感染の頻度などを比較検討する予定

です． 

 

６．研究に用いる情報の種類 

収集する情報は，患者の年齢・月齢，性別，既往歴，基礎疾患，腸管延長術などの手術歴，残

存腸管長と部位，中心静脈カテーテル関連血流感染の疑診日・確定診断日，起炎菌，植え込み

型中心静脈カテーテル留置日・抜去日（植え込み型中心静脈カテーテル留置期間），GLP-2 アナ

ログ製剤の投与開始日・終了日・投与量に関する情報です． 

 

７．外部への情報の提供 

該当なし 

 

８．外国にある者に対して情報の提供する場合 

該当なし 
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９．研究組織 

本学単独研究です． 

 

１０．利益相反（企業等との利害関係）について 

当院では，研究責任者のグループが公正性を保つことを目的に，情報公開文書において企業

等との利害関係の開示を行っています．外部との経済的な利益関係等によって，研究で必要とさ

れる公正かつ適正な判断が損なわれる，または損なわれるのではないかと第三者から懸念が表

明されかねない事態を「利益相反」と言います． 

本研究は，筑波大学小児外科の研究費（運営交付金）を用いて，研究責任者のグループにより

公正に行われます． 

本研究の利害関係については，研究分担者の 1 名が本研究の解析対象となる薬剤であるレベ

スティブ®に関連した講演を行うに際しての講演料の提供をうけていますが，本学の利益相反委員

会にて審査されたうえで研究を行っています． 

尚，当該企業から本研究に対する直接的な資金提供はありません．今後新たに利益相反状態

が生じた場合には，所属機関において利益相反の管理を受けたうえで研究を継続し，本研究の

企業等との利害関係について公正性を保ちます． 

この研究の結果により特許権等が生じた場合は，その帰属先は研究機関及び研究者等になり

ます．研究対象者（あなた）には帰属しません． 

 

１１．本研究への参加を希望されない場合 

患者さんやご家族（ご遺族）が本研究への参加を希望されず，情報の利用の停止を希望される

場合は，下記の問い合わせ先へご連絡ください．時期によっては，すでに研究結果が公表されて

いる場合など，ご希望に添えない場合もございます． 

 

１２．データの二次利用について 

本研究によって収集された臨床研究データは，本研究での結果が得られたのちも，附随研究

（GLP-2 アナログ製剤の適正な投与期間に関する研究など）に必要があれば利用させていただく

ことがあります．その際には改めて当院の倫理審査委員会での審査を申請させていただき，承認

を得た後に研究を開始します． 

 

１３．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください． 

ご希望があれば，他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください． 

また，情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご

了承いただけない場合には研究対象としませんので，下記の連絡先までお申出ください．その場

合でも患者さんに不利益が生じることはありません． 

 

●当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

担当者の所属・氏名：筑波大学附属病院 小児外科 佐々木理人 

住所 ：茨城県つくば市天久保 2-1-1 

連絡先：029-853-3094 （平日 8:30～17:15） 

当院の研究責任者：筑波大学附属病院 小児外科 佐々木理人 
 

 


